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1，調査の背景と目的

（1）言周査 目的

　能登半島の 目蠏毎外浦に立地する集落で は、従来季節

風対策の 「閥垣 」と呼ばれ る防麟冊が設置 されてきた O
。

しか しそ の 数は減少 し続け、現在で はま とまっ た間壙を

有する集落は輪島市内で 4 箇所程度に過ぎない と言われ

て い る。その 中で も、大沢地区および上 大沢地区は問垣

集落として 貴重な固有景観を残す地区で ある Pt。

　そ こ で 本調査で は大沢地区お よび．k大沢地区を調査対

象地 とし、地区固有の 景観構成要素で ある間堰 につ い て

調査を行っ た。今後の 集落景観の 保存に資するために、

間垣 の 現状 を掴 黛するとともに、補修技術の 側面 も明 ら

か にするこ とを目的 とした。

（2）調査対象地の 位置概要

　調査対象地で あ る大沢地区お よび上 大沢地区 は、能登

半島の 北西部に位置する輪島市に属する。輸島市は 2006

（平成 18）年 2月 に 旧輪島市と門前町が合併し 、 現輪島

市 となっ た 。 本調査対象 2 地区は、輪島市街の 西南部に

位置する西保地域内（上山町、西 二又町、上大沢町、大沢

町、赤埼町、下山町、ノlaST）に立地す る。当地域は能登

半島 の 中で も比 較的急峻な地形 か らな り、ま た 日本海に

薗す る こ とよ り特徴的な気候 を有す る とされ る 。

図
一1 調査対象地位置囲

2．調査方法

（1）間垣集落概要の姻握

　　文 献 調 査 お よ び

2005（平成 18）年 11月 に

実施 し た ヒ ヤ リン グ調

査か ら、間土礁 落が立地

する地 形的特徴、気候的

特徴、植生的特徴お よび

歴史的特徴を明らか に

した 鋼 β。それ らを踏ま

え、周辺環境か らの 影響

を鑑みた間壇集落景観の 構造を明 らか に した。

（2）間垣の タイプ分類

　集 落内 に お け る 間垣 の 現状 を 把握す る た め に 、
2005 （平成 17）年 11月〜2006（平成 18）年 1月 に 現地 調査

を行っ た。 現地調査で は、集落内における間垣 の 分布状

況 の 確認、問垣 の 寸法計測、簡易測量、形態特性調査を

行 っ た。 これ らの 調査結果をもとに、伝統的な間垣 の 判

断基準検討を念頭に間垣 の タ イ プ分類を行 っ た。

（3）間垣の構造把握

　現地におい て 間垣 の 詳細構造につ い て 寸法計測等 の 調

査を行 っ た。間垣の 立面お よび断面 の 構成を記録 し、形

態や 景観的特徴 を整理 した。

3．結果

（つ間垣集落の概要

1）地形的特徴

　西保地域の 地形 は、標高の 比較的高 い 山と深 く狭 い 谷

から構成 され て い るため、谷底平野 の 発達が乏 しい 。ま

た、地すべ り地形が発違 して お り、 集落や耕地の 多くが

こ の 地す べ り地 に 立 地 して い る。地城内の 大半 の 集落は、

こ の ような地形に制限され て 、 海面 か らは るか高レ位 置

に形成され て い る。 しか し大沢地区お よび上大沢地区の

みは海岸に直接面した低地に位置する。そのため両地区

とも谷に立地 し、大沢地区には桶滝川と谷内川の 2 本の

河川が、上大沢地区で は西二 又川が流れ る。これ らの 地

形的特徴は、季節風 の 強風化 の
一

要 因 と され て い る、

　両 地 区 と もに海岸線 は湾 と なっ てお り、特 に 大 沢 地 区

に接する 日本海は深い 湾入をなし、江 戸 時代か ら大沢港

として利用され て い た。1935（昭和 10）年頃か ら 1939（（昭

和 砌 年にか けて築港工事が行われたが、冬季の季節風

に よる影響か ら船 の 碇泊が困難で あっ たため、戦後に 再

度修築工事が行われ 、現在に 至 っ て い る。
一
方上大沢地

区の 海岸に は砂浜があ り、五色石 6）と よばれるノ1研 rlが

み られ、小規模な港が整備されて い る。

2）気fl矣白勺特類數

（i）気温 につ い て

　能登半島は、日本海側特有の 冬季の 忝節風が吹きつ け

る豪雪地帯で ある。

一
方、夏季は高温になりやすい 気候

的な特徴をもつ 、また半島で あるため三方を海に囲まれ

て お り、そ の 他の 北陸釶 方と は違っ た気臠 寺性を示す。

気温 は寒暖の 差が激 し く、沿岸が高淵．、内陸が低温 で そ

の 差は 約 2〜 3 度あ る と され る。

　大沢地区お よび 上 大沢地区は、目本海 に 面するこ と も

あ り、内陸山問部に立地する集落と比べ て 冬季の気温が

＊
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温暖で 、積雪量が少な く、根雪期問も短 い。
一
方、内陸

の 根雪期問は数ヶ 月に も及ぶ。

（ii）風 につ い て

　西保地域の 日本海に接した地区は 、 夏季は南西の 風が

囁越 し、冬季 に なる と北西 の季節風 へ と変化す る 。 夏季

の 南四風 は 「ク ダ リ」 と呼ばれ 、 降雨をもたらす t とが

多く、海上は嘶 匕とな るため警戒 され る。一
方、冬季に

吹 く北東風は、一・
般 にnfi天をもた らし 「ア イ の 風」 と呼

ばれる。象た早春 の 乾燥 した風は フ ェ
ー

ン 現象と呼ばれ、

気 温 の 上昇と極度 の 空気の乾燥をもた らすb

　西保地区にお ける山間諸集落で は、地形が細か い ため

冬季 の 季節風は緩和 されるが 、大沢地区、上大沢地区は

海岸に面して い るこ とか ら強風に さらされる。

　また海岸部 で は、夏季の 晴天時 に はおだやか な海鬮虱

があ り、昼 は海か ら海軟風 が、夜は山手 か ら陸軟風が吹

く、，海軟風 は 目没 と と もに止 み、しばらく凪 と呼ばれ る

無馴 犬態となるu やが て涼しい 陸軟風 が吹き始めると、

昼 の 暑さがやわらげられ る。こ の 海陸軟風の 交代は海岸

凹部に位置する大沢町お よび 上大沢町 に おい て最も明瞭

に感 じられる。

3）植生的特徴

　西保地区に は自然林が ほ とんどなく、二次林あるい は

植林 に よ り植生が構成 されて い る。ま た ア カ マ ツは ほ と

ん どなく、ク ロ マ ツ が 大部分を占める こ とか ら、海風 の

強 さの 影響がある もの と考えられ る。

　1959（昭和 35）年当時の 西二 又町 に は マ ダケ （
一
部ハ チ

ク）の 群落があっ た。ヤダケやニ ガタケの 藪は川岸等に

生育して お り、間垣 の 材料 として伐採 されて い る、

　広葉樹の 構成樹種として は、か っ て大沢地区の 家内工

業で あっ た輪島漆器 の 木地製作用 の 原木として重要で あ

っ た ケヤ キ、薪炭材と して の ク ヌ ギ、ナ ラ、カ シ 、ク リ

がみ られ る s また林内に はフ ジやクズ が繁茂して い る。

4 ）駛 的牛寺彳致

　文献調査で は、間垣 の 歴史に関する直接的な情報を得

る こ とが で きなか っ た tl）・e。間垣 が 口頭で伝承 される類の

技術で ある こ と、集落に おける度璽な る火事に よ る資料

紛火が理 由と して あげられ る。そ こで、大沢地 区 お よび

上大沢地区の 集落環境に関わ る記録 の 中か ら、問墳 の 様

子が うかがえる記述を整理 した 鋤 。

（D 大沢集落

　大沢集落は、三方を 山に囲ま れ、日本海に臨む小 湾に

接 して い る。集落内を流れる小河川により作 られた沖積

層と河岸段丘 ・海岸段丘 の 上に発達 した集落である。

　中世、大沢は志津良の 庄の 中心 地 で あっ た。近世 に入

り、前国藩か ら筒井家が
一
卜村役を任 じられ、大沢は西保

地区に おける文化的な中心地 とな っ 鵡 しか し、近代以

降は 交遡幾関の発達 か ら取 り残 され、明治咄弋、筒井家

の 没落と共 に集落内の 旧家も消滅 して い っ た。

筒井家および旧家八戸は 、 海岸 に 面す る集落中心の 枢

要の 地を占めて い た。 筒井家、 殿前家、 館家、 新家、浦

野屋 はい ずれ も強固な石 垣 に よ っ て 敷地の 二 方、ある い

は三方を囲み、波よけに して い た とされ る。館家の 屋敷

跡に は、石 垣の 面影 が 残 っ て い る。

（iD上大沢集落

　上大沢集落は 、
「か めぞ」と呼ばれ る 100戸 以上の集落

で あっ たとされ る。 しか し、住民 の 大半が北海道へ 移住

した とされ、1959（昭和 35＞年 に は 20戸 の 小規模 な集落

となっ て い る。

　また 「能登 名跡志 」 には 「上大沢 より寺 口 （注 ：門前の

こ と〉に 出る は よき往来な り、七瀬八滝 とて名所あ り、辺

土に は稀なる也。 その外家居もあ りて よ き村な り。後山

に埋み林 とて粟の 御林 あり」 との 記録があり、集落の 状

況がみ て とれ る φ
。

5 ）間垣集落における累観構造

　上記調査結果を踏ま えて、大沢地区お よび上大沢地区

の間垣集落に お け る景襯構造を明 らか に した。

　間垣に囲まれた集落が、山林 ・水田
・海域の 撲点に 立

地す るこ とで、周辺環境と
一体となっ たまとまりの ある

葉落景観となっ てい る（図一2）。

　間垣輿落にとっ て海からの 風は周辺環境および集落自

体への 影響が最 も大きい 要因で ある。臨海の 強風下にお

ける居住環境 の 確保や、ニ ガタケの 採取などrLlか らの 自

然的資源 の 持続的な活用 とい っ た、厳 しい 自然環境へ の

対応 の あ りかたにも、集落景観 の 構造 が 反映 して い るこ

とが伺える。

図一2 闘壥集落における景観の 構造

（2）聞垣 の タイプ分類

1＞間垣の種類

　周辺躍 竟および集落調査 を通 じて、大沢地区および上

大沢 地 区 の 生活 には 風 の 影響が大きく、防風 冊の 存在が

欠か せない もの で あ る こ とが明 らか となっ た。欠如 で き

ない もの で あるが故に、技術の 進歩やライ フ ス タイル の

変化に伴い 、問垣の 形態も変化 してい る こ とが想定され

た。そ こ で 、集落内に存在す る問垣の 形態を調査 し、タ

イプ 分類 を行 っ た。

　現地観察 の 結果、間垣は厳格な様式によっ て 統
一

され

て い る わけで は なく、い ずれも類似した構成をもちっ つ 、

様々 な形態が あ るこ とが 確認 され た。

　そこ で 、 間垣集落の 景観に とっ て間垣の 外観壁面が主

要な畏観要紊であることを考慮 し、 壁体の 主要素材に 注
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日して間垣の タイプ分類を行っ た。具体的には、以下3

タイプに 分類 された。

  伝統継承タイ プ ： 地元住民 へ の ヒヤ リン グか ら地 区 に

古くか ら伝わる問墳 の 形式は、イネ科 の 多年生常緑被で

あ るニ ガ タケ を用 い た もの で あ る こ とが わ か っ た。そ こ

で ニ ガ タケの みによっ て壁体を構成す る間垣 を伝纐 齢

タイ プと した（図一3）。

図一3 伝統継承タイプの 闘垣（」汰 沢地國

  混合タイプ ：壁体をニ ガタ ケ の みで は なく、木板など

他の 素材と混合使用 して い る間垣 を混合タイ プ と した

（図一4）、，

讎
一4 混合タイプの 間壇（大沢地酌

  簡易タイプ ：壁体 に ニ ガタケを用い ず 、 木板などを代

用使用 して い る間壇を簡易タイプ とした（図一5）。

図一5 簡易タイプの問垣（上大沢地区〉

2）集落内の 間垣 分布

　地元住民 へ の ヒ ヤ リン グからも、 間垣は冬期に吹 く海

142

か らの強風に対する家屋 の 保護が 目的であり、防風機能

に主眼があるこ とがわかっ た，、そ こで集落内 における間

垣 の 分布や配置状況を整理 し、問垣 設 置 目的 との 具 体な

関係を明らか に した。

（i）大沢地区 に おける間垣 の 分布状況

　大沢地区では、43慕の 間垣が確認され、粥 匿承タイプ

は約 37％、混合タイプは約 30％、簡易タイプ は約 33％で

あっ た。集落内における間垣 の 総延長は 748rnにおよび、

主に海岸に面した家騰 の前面に、海岸線に対して平行に

連続して い た（図一6）。ま た、集落高台の 家屋におい て も
一

部確認 され た。

　間垣 は、家屋激 地 と道路 の 境界に 面 して 設置 され ると

ともに、隣の 敷地の 間垣 とも隙間なく密桜 して 連続する

よ うに設置され て い た 。 そ の た め路上か らは、
一
連の 間

垣 が道路に沿っ た
一
体的な構造物の よ うに眺め られ る。

また間垣 と家屋の 間には
・一定の ヒ キがあり、前庭的な空

間となっ て い る敷地が多い。

図
一6 海糞無沿 い に 連続する間蠖（大澱地区）

（ii）上 大沢地区における間垣の 分布状況

　上大沢地区で は、36 基 の 間垣が確認された。集落内に

お ける間垣 の 総延長は 473mで あっ た 。 そ して 、この 約

80％が伝統継承タイプで あっ た。残 りの 約 20％が簡易タイ

プで あり、混合タイプ は確認されなか っ た 。 大沢地区同様

に 、 間垣は家歴敷地と道路の 境界に面 して設置され て い

た。また、カ ギ型（一）に連続する2つ の 閥垣 群が海岸寄り

と集落内に あり、集落全体で は 風 に対して 二 重の構えとな

っ てい た。

　こ の カギ型に 囲まれた 間垣群の 内側に は、家屋や倉庫

がそ れ ぞれ聞垣から数メ
ー

トル 離れ て建 っ て い る。また多

くの 歴根の 妻面が海を向くとともに、集落内に は防風も兼

ね た 高木が 点在 して い る 。
こ の こ とか ら上大沢地 区 の 外観

は 、 間垣に囲まれた中に緑や家並み が 望まれるとい う、規

模の 大きな屋敷に似た特徴的な外観となっ てい る。

　
一

方間垣内側は、家屋などの間が路地空間にも似た通

路 作業場、園芸の 場となっ て お り、住民 によるコ ミュ ニ テ ィ

性 の 高い 場所で あるこ とが伺えた。こ の ような空間と外部は、

間壇の各所に設けられた出入 り叫 こよっ て連絡され て お り、

可動式の 扉が設 け られ て い た。また家屋 の 開 P
’
「部は、家屋

の 妻面が海側を向い て い ることか ら、これ に直行する方角
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（東西方向）に多く確認された。

　間垣と家屋 の 間の 窯間は身近なス ケ
ー

ル で あり、大きな

オ ープ ン ス ペ ー
ス は ない もの の 、間垣 の 裏側の 空間も資

材置き場や作業場として利用するなど、わずかな隙間を生

活空間として有効活用してい る様子 が観察された。

（3）間垣の詳細構造

　上 大沢地区にお い て は 約 8 割 が伝統継承 タイプ の 間垣

で あ っ た が、大沢地区で は伝統継承 タイ プ は 4 割に満た

なか っ た。今後、伝統継承 タイ プ の 問垣の保存を図る際

基準となる伝統的な間壇 の 構成や様式 を記録に留め てお

く必要がある。そ t で、伝絞継承タイプに分類された問

垣を対象 として 、 聞垣 の 詳細構造 につ い て調査を行 っ た。

1＞基本的な構造

　間垣 は、  男結び に よ る結束部、  ヨ コ ブチ、  壁体、

  ヨ コ 支柱、  掘立に よ る タテ 支柱、  斜め支柱の 6要

素 か ら構成されて い た。これ ら の要素は、地面 か ら直接

組 み 上げ られ て
．・・一
体化 して お り、家屋等とは構造的に独

立 して い る。

　断面構成 に注 目すると、
こ れ らの 構成要素は道路側か

ら上言il（D− ）  の順に並 ん で い る 。 また道路側か らは  男

結びによる結東部、  ヨ コ ブチ、  壁体の みが視認でき、

背後 の 支柱は壁体に隠れて見えない （図一一7）。　 問垣 の 形

状は、高さ 3，G〜4．　Omで あ り、2 段 ま た は 3段 に ヨ ニ ブ

チ が渡され て い る。

　間垣 の 天 端及び ヨ コ ブチ の ライ ン は、地盤 の 地形ライ

ン に則 して ほぼ 平行 で ある。こ れに対 し壁体 の ニ ガ タケ

は 、 地盤に対して垂直に設釁されて い る。 しか し風の 力

に よっ て、ニ ガ タケ は次第に風
’
ト測 に傾く傾向があっ た

（図一8）一

靨一フ 伝綉継承タイプの 閣垣断薗図

2 ）構成素材

　間垣は、ニ ガタケ
・
竹

・
板、木材、ロ

F一プ ・針金の 素

材 によ っ て 各要素が 構成され て い る。

　具体的に はニ ガタケ等により、壁体、ヨ コ ブチが構成

されてい る。また木材により、掘立によるタテ支柱、ヨ

コ 支柱、斜め支柱が構成 されて い た 。
ロ ー

プ等によ り、

各部材の 結束が行われ て い る。

　問垣は道路に 面する側 と家屋側 で は印象が 異なり、道

躑 則か らは垂直に 並べ られたニ ガタケ が主な景観要素と

なっ て い る。また壁体の 上部と下部で は、素材の 表情が

異なっ て い る。上部はニ ガ タケ の 枝が多く彡譖皮して い る

た め
、 箒を立 て たような細 か なテ ク ス チ ャ とな り、柔 ら

か な輪郭とな っ て い る。

一
方下部はニ ガタケの 茎部が 垂

直に連続し、簾を立 て た よ うな繊細な表情となっ て い る 。

4．まとめ

　間垣 は 日本海側特有の 風対策を 目的 とした、地域の 國

有性が高い 景観構成要素で あっ た。しか し間垣 に 対す る

歴史的 ・技術的記録は 少なく、また 間垣 の 形態変化 も生

じて い るこ とか ら、間垣集落の 景観保存の ためにも維持

管理等の 技術的記録が 至急の 課題であるこ とがわか っ た。
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